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小金井第三小学校における

校舎の一部建替え及び長寿命化改修等

基本計画
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１

　このことから、市は令和３年３月に小金井市学校施設長寿命化計画（以下、「長寿命化

計画」という。）を策定し、市立小中学校の建物の築年数や構造躯体の劣化状況等をもと

童の増加が見込まれる小学校から優先的に改修を行うこととし、小金井第三小学校（以下、

改修に着手する計画としました。

　しかしながら、長寿命化計画を策定した後、令和３年４月１日に「公立義務教育諸学校

の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律を一部改正する法律」が施行され、公立小

学校の学級編制標準が４０人から３５人に段階的に引き下げられることとなりました。こ

の学級編制標準の引き下げの影響により、第三小学校以外の一部の市立小学校でも学級数

が増加し、普通教室が不足してしまう可能性が出てきました。

　この状況を受けて、小金井市教育委員会は、第三小学校を含む普通教室が不足する恐れ

のある小学校の校舎の建替え等の優先順について早期に再検討することとし、令和４年１

月末から第三小学校を含む小学校３校における校舎の増改築等に関する基本計画の策定に

着手することとしました。

　本基本計画は、第三小学校において学校施設の老朽化対策と学級数の増加への対応を適

１ 背景・目的

切に進めていくための校舎の一部建替え及び長寿命化改修について、整備時期の再検討も

含めた基本的な考え方を示すものです。

「第三小学校」という。）については、市立小中学校ではじめに校舎の建替えと長寿命化

　本市では、昭和３０年代から５０年代にかけて、高度経済成長期の急激な人口増加に伴

い市立小中学校の施設を集中的に整備してきました。これらの小中学校では、現在、建物

の約９割が築後３０年以上経過していることから、児童・生徒が安全・安心に学校生活を

送るために、学校施設の老朽化対策が重要な課題となっています。

に、各学校の改修計画を作成しました。この改修計画では、老朽化の状況等に加えて、児



２
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る範囲は0.6倍に15メートルを加えたもの以下

とする。

※敷地面積は令和４年度｢学校施設台帳｣の面積を引用
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ウ 現況写真

Ａ：北側道路 Ｂ：東側道路

Ｃ：南側道路 Ｄ：北側門

Ｅ：東側門 Ｆ：南側門



【長寿命化計画】

【長寿命化計画】
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　令和３年３月に策定した長寿命化計画では、第三小学校の既存校舎は築年数や老朽化の状

況からみて、一部は建替え、その他の部分は長寿命化改修を行うことにより長期活用してい

くことが適当と判断しています。また、体育館については、現在の建物を長期活用していく

ことができると判断しています。

(２)既存校舎及び体育館の概要
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種類

【既存校舎の構成諸室】

ています。

(３)既存校舎の構成諸室

ア 普通教室　　令和４年度現在、普通教室は２６室あります。多目的室や少人数教室な

どを普通教室に転用することで、普通教室を最大２９室確保することが

できます。

イ 特別教室　　音楽室や図工室、理科室、家庭科室、図書室などの一般的な特別教室の

ほか、視聴覚室や少人数教室、外国語教室、多目的室があります。

ウ 管理諸室　　第三小学校は学級数が多いために教員の人数も多く、第２職員室を設け
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込みです。

　第三小学校は、現在、児童数・学級数が市立小学校で一番多い大規模校となっています。

(４)児童数・学級数の推計

６

　今後も児童数・学級数は増加する見込みで、学級数は、令和７年度～９年度に現在より

３学級多い最大２９学級となる見込みです。その後、令和１０年度からは減少していく見

【児童数・学級数の推計】

年　度

909

2022 2023 2024 2025 2027 2028 2029
最大

2030

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

877児童数

学級数
Ｒ４

年度比

904 907 906 906 879 840 909

26 28 2929 29 28 27 26 29

+2 +3 +3 +3 +2 +1 +0 +3

　既存校舎で確保できる普通教室は最大２９室であることから、今後必要となる普通教室

数を既存校舎で確保できる見込みではありますが、多目的に活用できる室が視聴覚室のみ

となります。

既存校舎で普通教室２９室まで確保可能

2026

+1

27

880



７

３ 施設整備方針

　第三小学校の校舎は、長寿命化計画の改修計画のとおり、建替えと長寿命化改修の併用

による効率的な施設整備を実施します。校舎の建替え、長寿命化改修に当たっては、以下

の方針を考慮していきます。

(１)児童等の安全安心の確保

〇生命を守り抜く安全・安心な施設の整備

 ・児童の安全管理と防犯機能を備えた施設とします。

(２)児童の学習環境・生活環境の充実

 ・防災拠点としての機能を備えた施設とします。

〇多様な学習・活動を支える施設の整備

 ・インクルーシブ教育への対応として施設のバリアフリー化を推進します。

 ・教室は快適な空間になるよう環境を整え、衛生面に配慮したトイレを整備します。

〇多様な教育的ニーズのある児童が安全かつ円滑に学校生活が送れる施設の整備

〇健やかで衛生的な施設の整備

(３)変化への柔軟な対応

〇児童数・学級数の変化に柔軟に対応できる施設の整備

(４)施設の有効活用

〇地域との連携・協働の場としての施設の整備

　ユニバーサルデザインを採用します。

(５)環境にやさしい施設づくり

〇環境への負荷の低減に配慮した施設の整備

 ・敷地内の緑化を積極的に行い、みどりに親しむことができるようにします。

〇児童や地域の環境教育に資する施設の整備

 ・少人数や複数学級での学習や活動などの多様な学習形態に対応できる施設とします。

 ・基本的な耐震性能、安全性能を備えた施設とします。

 ・将来児童数が減少した場合、施設の一部を地域利用等に供することを想定し、でき

るだけ可変性のある施設とします。

 ・少人数教室や外国語教室等は普通教室に転用しやすい設えとし、学級数の増加に柔

軟に対応できる施設とします。

確保します。

 ・１人１台ＩＣＴ端末環境に対応した多様な学習、活動を展開できる教室スペースを

 ・学校運営協議会やＰＴＡなどの活動を支えるスペースを確保します。

 ・地域住民による施設の一部利用を想定した施設構成とします。

 ・建物の断熱化やＬＥＤ照明の採用等による省エネルギー化を図ります。

 ・太陽光パネルの設置等による再生可能エネルギーの導入を図ります。

 ・障がいの有無、年齢、性別等に関わらず多様な人々が利用しやすい施設となるよう、

 ・省エネルギーや再生可能エネルギーの取り組み、効果の可視化を図ります。



【普通教室のレイアウトのイメージ】

 ・感染症対策として身体的距離の確保が必要となった場合の机の配置も想定します。

　（直径１．５ｍ）の確保を想定します。

ウ 普通教室の大きさ

４ 施設整備計画

　第三小学校の学級数は、今後２９学級まで増加する見込みであることから、建替え棟と

長寿命化改修棟で普通教室を２９室以上確保できるようにします。

　また、少人数教室や多目的室等を整備し、多様な学習と活動が展開できる学校施設とし

ます。この少人数教室や多目的室は、普通教室に転用しやすい設えとすることで、宅地開

発等により想定以上に学級数が増加した場合に対応できるようにします。

ア 校舎の延べ面積

イ 校舎の階数

○長寿命化改修棟：地上　４階（既存と同じ）

○建替え棟　　　：地上　４階（既存は３階）

(１)建替え棟と長寿命化改修棟の想定規模

○建替え棟

 　新ＪＩＳ規格の机（６５㎝×４５㎝）の配置を想定します。

８

○建替え棟　　　：約 ２，５００ ㎡（既存より約 １，０００ ㎡増床）

　　長寿命化改修棟の普通教室は、できるだけ有効に活用できる面積が広くなるよう、

○長寿命化改修棟

　廊下との一体的な活用などを検討していくこととします。

感染対策時

通常時

グループワーク時

机をｸﾞﾙｰﾌﾟごとにまとめる

黒板から左右端の机まで

の角度　１２０度

机と机の前後幅　５０㎝

通路の幅　５５㎝

６５㎝×４５㎝

車椅子の回転サイズ

直径　１.５ｍ

机のサイズ(新JIS規格)

 ・車いすで出入りできる教室として、教室の前方と後方で車いすが回転できるスペース

　すい十分な大きさを確保するため、１教室あたりの面積を７２㎡(９ｍ×８ｍ)とします。

　　建替え棟の普通教室は、１人１台ＩＣＴ端末環境に対応した多様な学習・活動が展開しや

 ・Ａ４判サイズの教材（教科書、ノート等）やタブレットＰＣの使用を考慮し、

○長寿命化改修棟：約 ５，３００ ㎡（既存と同じ）

身体的距離を確保



エ 建替え棟・長寿命化改修棟の構成諸室

建替え棟は普通教室１室あたりの面積72㎡(9.0ｍ×8.0ｍ)を、長寿命化改修棟は面積64.5㎡

（8.6ｍ×7.5ｍ）を計画の基本単位として「コマ」と表し、以下の諸室を整備します。

【建替え棟・長寿命化改修棟の構成諸室】

備考

外国語教室等を普通教室

に転用することで最大31

室確保可能

普通教室に転用できる設

えとする。

普通教室に転用できる設

えとする。

地域利用を想定した配置

とする。

９

ＰＴＡや学校運営協議会

などの方々の利用を想定。

諸室名 規模

(コマ)
室数 室数

長寿命化改修棟

(コマ)

181.0111.0普通教室普通教室

少人数教室

視聴覚室

特別支援教室

教育相談室

図書準備室

図書室

作品保管室

図工準備室

図工室

家庭科準備室

家庭科室

音楽準備室

理科準備室

理科室(1)

理科室(2)

音楽室(1)

音楽室(2)

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1.0

－

1.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

1

1.5

1.5

1.0

2.0

1.3

0.7

1.5

0.5

1.5

1.0

0.5

1.5

0.5

0.5

1.5

－

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

外国語教室 1 －

多目的室 1 －

給食室

職員更衣室

会議室

印刷室

放送室

保健室

用務管理室

事務室

校長室

第２職員室

職員室 －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1.0

0.5

0.5

0.5

0.5

3.6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

管理諸室

地域連携室その他 0.5 1 －

特別教室

規模

建替え棟

1.0

1.5

種類

29

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

合計

(室数)

－ －

－

－

－

－



ＥＶ

小教室 ＷＣ ＷＣ

ＥＶ

体育館

連携

階段

口室
室

地域
給湯 昇降

△▲

▲

昇降口
教室

３階平面計画図１階平面計画図

２階平面計画図 ４階平面計画図

△

▽

△

校庭

▽

長寿命化改修棟

学童保育

プール

学童保育

児童動線

児童出入口

体育館 直接出入りできる位置に集約して配置

します。

地域利用が想定できる諸室を外部から

▽▽▽
市道 1 号線(北大通り)　巾 14ｍ

地域利用想定エリア

地域利用想定エリア

隣
地
境
界
線

市道155号線　巾 4ｍ
▽ 学校敷地の出入口

▼ 建物の出入口　　
凡例

　今後の検討に伴い変更とな

　る場合があります。　

※図は現時点での計画です。

普通教室 普通教室 普通教室

(２)建替え棟の配置計画と平面計画

ア　配置計画図

イ 平面計画図

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

※図は現時点での計画です。今後の検討に伴い変更となる場合があります。　

長寿命化
改修棟

長寿命化
改修棟

１０

ＥＶ

外国語教室

多目的室

多目的
(小)

ＷＣ

ＥＶ

ＷＣ普通教室 普通教室 普通教室

改修棟

普通教室

長寿命化

 学級数減少時の地域利用想定エリア

 建設時の地域利用想定エリア

少人数教室
特別支援

市
道
　
号
線
　
巾
　
ｍ

554

6.5

建替え棟



※工事手順図及び工事期間は現時点での計画です。今後の検討に伴い変更となる場合があります。

【工事手順と工事期間】

＜児童数・学級数の増加に対する応急的な増築について＞

（工事期間：10ヶ月）

(３)工事手順と工事期間

（工事期間：18ヶ月）

（工事期間：3ヶ月） （工事期間：4ヶ月）

①仮設校舎建設 ②既存校舎一部解体・建替え棟建設+長寿命化工事
現在

③仮設校舎解体 ④校庭・外構整備+体育館改修
工事完了

凡例

１
１

＜現在＞

工事エリア

長寿命化改修

建設

体育館体育館

校庭

体育館

校庭

体育館

校庭校庭

体育館

体育館

校庭

体育館

校庭

校庭

仮設校舎仮設校舎

既存校舎 既存校舎

解体

長寿命化改修

建替え棟 建替え棟 建替え棟

長寿命化改修棟長寿命化改修棟長寿命化改修棟

仮設校舎建設

仮設校舎解体

　第三小学校の校舎建替えと長寿命化改修は、以下のとおり仮設校舎を校庭に設置し、仮設校舎で学校運営を行いながら工事を進めていき

ます。なお、工事期間中も既存の給食室を活用し続けられるようにします。

　宅地開発等により今後想定以上に児童数・学級数が増加した場合、校庭の一部に校舎を応急的に増築することも可能です。この場合、

当該増築部分は、校舎の建替え及び長寿命化改修を行う際に仮設校舎の一部として使用できるようにします。



(４)整備スケジュール

●校舎の一部建替えと長寿命化改修の計画年度の延期

　令和３年３月に策定した長寿命化計画では、第三小学校の児童数が今後増加してい

くことを踏まえて、第三小学校の校舎の一部建替えと長寿命化改修（以下「大規模施

設更新」という。）を市立小中学校で最優先に行っていくこととしました。しかしな

がら、その後の学級編制標準の引き下げの影響により、長寿命化計画策定時の想定よ

り児童数・学級数が増加し、第三小学校よりも教室不足が深刻となる恐れのある小学

校が出てきました。

　第三小学校の校舎の大規模施設更新は、今後も市立小学校における児童数・学級数

の動向を注視しながら、適切な時期に実施していくよう、引き続き検討していきます。

１２

　一方で、第三小学校については、これまでの検討にあるとおり、既存校舎で今後必要

となる普通教室を確保できる見込みであることや、宅地開発等により今後想定以上に児

童数・学級数が増加した場合、校庭の一部に応急的に校舎を増築することも可能である

ことから、学級数の増加に対しては校舎の大規模施設更新に依らなくても対応すること

が可能です。

　以上の状況を踏まえて、第三小学校の校舎の一部建替えと長寿命化改修は延期し、

第三小学校よりも教室不足が深刻となる恐れのある小学校の校舎建替えを優先して早

期に行っていくこととします。

５ 今後の留意事項

　第三小学校の校舎の大規模施設更新については、今後も市立小中学校の児童数・学級数

の動向を注視しながら、実施時期を慎重に検討していくとともに、整備内容についてもそ

の時の児童数・学級数や教育環境、社会情勢の動向を反映した計画となるよう留意します。


